
 

  



講評 

１ 小問集合 

(1) 簡単な連立 1 次方程式を満たす整数の個数 

(2) 対数と式の値。底の変換ができれば解ける 

(3) 傾きの決まった円の接線の方程式。基本的 

(4) 3 次関数の最大・最小。基本的 

(5) 絶対値の付いた 2 次関数の定積分。基本的 

(6) 三角関数と式の値。少し計算が煩雑。 

(7) 正八面体の外接球、内接球の半径。内接球が少し求めにくかったかもしれないが、面の重心で接することに気

が付けばそれほど難しくない。 

 

２ 円の方程式 

座標軸に接する 2 円と 2 接点を通る円の関係。2 円の交点の求め方、方べきの定理など基本的なことをマスターし

ていれば解くことができる。(5)の最後の問題も誘導になっていることを信じることができればそれほど難しくない。 

 

３ 群数列 

群数列の中の数表と言われる分野で、(3)の奇数の個数以外はよく見かける問題なので特に苦手でなければ落ち着い

て処理できたと思われる。 

 

全体としては、数問を除いては参考書等で経験したことがある問題そのままの問題が多いので、ミスを最小限に抑

えることで 7 割を確保したいところ。 

 

 


